職務経歴書
2025年4月1日現在
佐藤 真次
■職務要約
　理学療法士として約5年間、急性期と回復期の病院でリハビリに取り組んできました。手術後や体の動きに障がいのある方を担当し、体を安全に動かすためのサポートと、日常生活に少しでも近づくための練習を行いました。医師や看護師、相談員など多くの職種の方と情報を共有し、むりなくリハビリが続けられるように計画を立ててきた経験があります。ご家族が安心して介助できるように、動き方の説明も大切にしてきました。今後は発症してまもない時期からかかわり、より早く回復につなげられるリハビリを行いたいと考えています。
■職務経歴
医療法人△△会　△△総合病院（2019年4月〜2021年3月）
	病床数：250床（うち急性期154床）
スタッフ構成：PT 22名・OT 10名・ST 4名
雇用形態：正社員

	期間
	職務内容

	2019年4月〜2021年3月
	【担当業務】
・手術後や発症後まもない方を中心に、1日5〜6名を担当
・痛みや息切れが強くならない範囲で、座る・立つ・歩く練習を実施
・階段の昇り降り、トイレや着替えなど、生活に近い動作の練習
・医師や看護師、栄養士などのカンファレンスに参加し情報共有
【心がけたこと】
体調の変化にすぐ気づけるよう、血圧や息の乱れに注意しながらゆっくりと体を動かすことを大切にしました。



医療法人〇〇会　○○回復期リハビリテーション病院（2021年4月～現在）
	病床数：病床数120床（回復期病棟）
スタッフ構成：PT 18名・OT 12名・ST 6名
雇用形態：正社員

	期間
	職務内容

	2021年4月～現在
	【担当業務】
・手足のまひや骨折後の方を中心に、1日6〜7名を担当
・ベッド上の起き上がり、イスへの移り、歩く練習など基本動作の支援
・ご自宅での生活を意識した、入浴・トイレ動作・買い物練習など
・ご家族への介助アドバイス、必要に応じて福祉用具の選定
・新人スタッフのサポート、症例共有の勉強会で発表
【心がけたこと】
退院後の生活をイメージしやすいよう、患者様の家のつくりや生活習慣に合わせた練習を提案しました。



■活かせる資格・スキル
・理学療法士免許（2019年3月取得）
・普通自動車第一種運転免許（2014年7月取得）
・急性期と回復期でのリハビリ経験 計5年
・体調の変化を見ながら、安全に体を動かすための調整ができる

■自己PR
　私の強みは、体調の変化に気づきやすく、安全に体を動かすサポートができることです。急性期の病院では、手術後まもない方や体力が落ちている方を担当し、息切れやめまいが出ないよう様子を見ながら、少しずつ座る・立つ練習につなげてきました。体調が安定してきた後は、生活に必要な動きを取り入れ、退院に向けた準備にも関わりました。また、ご家族から「説明がわかりやすく、家でも介助がしやすい」と言っていただけることが多く、安心につながる支援を心がけています。今後は急性期の病院で、より早い回復をめざしたリハビリに力を入れていきたいです。

